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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日15：10～菅原信正様　自立支援手続き説明（対応：柴田、三浦）

· 12/2（金）14：00～菅野勝利様　退院検討会（参加：柴田、上野）

· 12/2（金）青山荘忘年会申込受け付け〆切。

· 12/2（金）までに青山荘体系移行後の対象者リストのデータチェック（担当分）を行うこと。1・2階スタッフルームにリストがある為、訂正部分がある場合は記載すること。

· 12/14（水）までにカルテチェック、転倒転落評価を行うこと。チェック表を通所フォルダに作成している為、進捗状況をチェックしていくこと。

· 本日、アイランドキッチンの水漏れ点検実施。蛇口のずれは直したが、水漏れに関しては分解工事をしないと直せない為、後日修繕することとなっている。

＜業務改善＞

○プログラム

・新プログラム起案書修正中⇒食事体系変更予定のため、決定次第反映させていく。

○マニュアル・書式

・利用開始時、退所時に必要な書式をまとめ、基準・手順書をまとめていく。

○環境整備

・年末大掃除について、12月最後の週に1日1時間ずつ使って少しずつ掃除をしていけるように予定を組み直している。

＜デイケア事例検討＞　

田名部　一樹様　（34歳）男性　統合失調症　利用年数：7年10ヶ月　担当：李

検討内容　　治療計画の評価・見直し

長期目標：①一切遅刻せず、デイケアに通う。

②就労できるように体力をつける。

中期目標：①通所日には遅刻しないように前日にウォーキングしすぎないなど体力面も考慮しながら生活する。

②現在の運動量を維持し、運動プログラムへの参加を継続する。

短期目標：①通所日を月・水・金の週3回へ変更できるよう主治医へ相談し、デイケア利用日と利用日以外の生活にメリハリを付ける。

②次の日がデイケア利用日ではない日にウォーキングをする。運動プログラムではメリハリのある動きをする。

治療計画：①欠席があった際は、欠席の理由について把握する。体調面を維持できるようアドバイスし、私用は利用日以外で済ませるよう関わっていく。

②運動プログラムでは全身を大きく使って動けるように、都度具体的に声がけをしていく。

③食事内容・夜間の間食について把握し、中性脂肪値を正常値に戻す事が出来るようにアドバイスしていく。

④対人面で他者に対して不適切な言動があった際は、具体的に指摘し、改善できるよう関わっていく。（12月より新規立案）

評価

1 について

· 毎日デイケアに通うのは疲労があるとのことで、利用日を週5回から週3回に変更している。遅刻することは最近見られず、今月入ってから遅刻や平日の欠席は無い。

· 遅刻の理由については、「朝起きれない」と話されている。

· 本人はゲームでのチャットに熱中しているとのことだが、夜間はゲームやチャットを行っていないと話す。夜間睡眠状況の確認を行う必要がある。

2 について

· エアロビクスを始め、運動全般小さな動きで行っており、スタッフが指摘しても改善はみられない。100％の力で動くと動きつづけることが出来ない為、70％の力で動いているとのこと。学生時代も、部活で手を抜いており怒られていたと話す。

· エアロビクス自体が楽しくないと本人話す。どのようにすれば楽しいのかと確認すると、ふざけて動いた方が良いと話す為、度が過ぎると講師に対して失礼にあたること説明。

3 について

· 朝デイケアに遅刻しそうになると、朝食を抜いてしまうことがあるとのこと。

· 食事は、自宅では質素で健康的な食事が出ている（父親様が糖尿病）が、本人は外食にも行く機会がある様子。

· 間食の量が多く、カップラーメンやコーラなどを満腹になるまで摂取するとのこと。以前はチーズを満腹になるまで食べていたとのことだが、中性脂肪を指摘されてからはチーズの暴食は止めたとのこと。また、ジュースをお茶に変えるなど、本人なりに工夫していると話す。

4 について

· 本人意識せず、周囲を傷つけるような発言をすることが多い。自分でも後で気が付いて後悔する時があるとのこと。気が付いたら友人が減っていたこともあると話す。

· エアロビクスの動きをスタッフに指摘され、「うるせー」と話すことがある。「性格は直せない」「思ったから言っただけ」「人間完璧だと面白くないでしょ」と話すが、「間違った時はあやまればいいんだ」と理解を示している部分もある。

検討結果

· 治療計画①～④継続。

· 対人交流の面については、SSTの場を活用していく。

· 本人が周囲を傷つけるような発言がある場合は、スタッフからその都度声をかけていく。（本人了承済み）

· 適度に手を抜くことは日常生活・就労でも必要なスキルである為、上手に手を抜くことが出来るように関わっていくことも検討。

＜利用者様情報＞

· 北村　奈美様～本人宅に連絡をし、近況を確認する。うおの目で足の調子が悪い為、デイ

ケアにはしばらく通所出来ないと話す。本人は春から通所したいと話している。生活状況を確認したい為、月1回は連絡が欲しいこと説明すると了承している。電話終了後、連絡が欲しいと言われたことがひっかかっているとのことで、本人からデイケアに電話が掛かってきている。

⇒外来受診時や、電話連絡などで本人の生活状況の確認を続けていく。

· 細越　定生様～年末大掃除の件について、「3階の掃除は去年1人でやったからやりたくない」

とSGMに訴えあり。やりたくないのであれば別の場所を希望できること、また強要もしないこと説明。実際に大掃除の件について、どのようなやりとりがあったのか状況確認すると、「あんた管理者なんだから、上から総指揮をとらなきゃならないだろ！話しにならない」と声を荒げて不満を話している。その後、何度も同様の訴えを行っており、スタッフの意見を聞かずに一方的に話して立ち去っている。

⇒易怒性、易刺激性みられるため要注目とし、変化がみられた際は関係機関と情報共有を行っていく。

· 森　　彩子様～本人より電話連絡あり、昨日までは電話が止められていたが、本日から携帯

電話が使えるようになったとのこと。携帯代金を5万円滞納しており、社会福祉協議会の間山様に本人が連絡をし、携帯料金を工面したと報告している。不明な代金請求が多いため、フィルターの掛け方について社会福祉協議会に相談していくとのこと。また、間山様は部署異動をしたが、森様は間山様が担当し対応しているとのこと。

· 巴　　勇樹様～昨日、うみねこ幸房体験をしている。本人に感想を聞くと「楽しかった」と

話すが、反面「すぐに使うの？」と確認している。本人はどう思うのかと確認すると、「まだ早いと思う」と話す為、そう思うのであればすぐに利用になるわけではないことを説明している。

⇒環境を変えることで病状不安定になりやすい為、関係機関と情報共有しながら、無理のないよう、スタッフから行動のセーブやフォローを行う。

· 田中　正士様～昼食時、衣服に味噌汁をこぼしてしまい、青風荘に着替えを取りにいってい

る。その際、不機嫌さが見られているため、様子観察していく。

· 佐藤ミツ子様～昨日便秘を訴えていたが、青風荘でシンラック液（下剤）服用し、排便があ

ったとのこと。デイナイトケア利用中も何度もトイレに行く様子がみられている。機嫌よく、昼食も全量摂取している。

＜外来患者様情報＞

· 山田　吉夫様～外出したいが、お金がない為外出出来ずストレスだと話されている。日中は

デイケアに行ってはどうかと説明するが、「デイケアは行きたくない」と話す。

· 上久保善郎様～多飲水で嘔吐をしているとのこと。本人は「大丈夫だ」と話されている。内

服変更はなし。

※来週採血･･･長瀬紘一郎様、上久保善郎様、鹿原博夫様、大久保恒夫様

※12/15採血･･･山田吉夫様

